
 

 

 

 

巣箱の寸法はウサギもチャボも同じ 

 

入り口の寸法（動物が通れる大きさ） 

チャボの巣箱：横 10cm 縦 12cm 

ウサギの巣箱：横縦ともに 10cm 

 

前面の蓋は開閉できるようにして、毎日掃除する。 

床面に新聞紙を敷いて毎日交換 

（入り口の鍵は、夜の動物の安全のためにつけた） 

チャボの巣箱 

 完成したところ 



チャボ巣箱 （ウサギも入り口の大きさ以外は同じ） 

 

 材質：木製。厚さは 1cm 以上ないと暑さ寒さがしのげない。 

但し安い合板だと、風雨で板がばらばらになってくる        

 

 大きさ：幅４０～４５cm、奥行き４０cm、高さ４０cm 位 

     （少し広くするとつがいで入れる／床面積 縦横 45cm あれば大広間） 

 

扉（前面の蓋）：開閉、あるいは上に抜けるように、工作する。 

但し安い合板だと日光などで曲がってしまって開閉ができなくなる。 

 

入り口（動物が通れる大きさ）：前面の蓋に、横 10cm、縦 12cm 位の出入り用の穴を開ける。 

（ウサギ用は、縦横 10cm） 

切り抜いた板をねじ止めで開閉扉にすると、嵐などの夜には閉めれば安心だが、 

夏期は朝必ず開けてやらないと中の暑さで死ぬ恐れがある。 

      開け放しておけば、自由に出入りする。 

 

★毎日、前面の蓋を開けて中を掃除し、新聞紙を取り替える。 

 

設置場所：普段はちょっと高い所に置くと安心する（地面から５０cm 位） 

     巣箱の安定が悪いと怖がって中に入らないのでガタガタしないようにする。 

      ひなが生まれたら、孵化後 2 日目から外を歩いて虫や土などを親が食べさせるので、 

      ひなが出入りできるように、地面に巣箱を置く。 

      掃除中に外に親子で出してやること。 

 

 ★ヒナの水飲み容器★ 

 ごく浅い皿をいくつか置くことが重要。（ex.コーヒーカップの皿など） 

深いと、中に落ちて体を濡らすと、体温が下がってすぐに死ぬ。 

 死にそうだったら、すぐに乾かして暖めると回復するかもしれない。 

 


